
稲作情報Ｎｏ．１ 平成28年3月24日
ＪＡふくおか嘉穂・飯塚普及指導センター

水稲の育苗開始時期です。
『種子消毒を必ず行いましょう！』

「エコホープＤＪ」 200倍液に浸漬する。

○種子消毒による「いもち病対策」

★「いもち病対策」はまず種子消毒を徹底する事が重要！！

浸種～
催芽

播種～
育苗

「特別栽培米」の場合

播種直後にタチガレエースＭ液剤（500
倍液）と
ベンレート水和剤（500倍液）を1箱当り
500ｍℓ散布する。

「ＪＡ米」の場合

●容量比 １：２以上
種籾４ｋｇに薬液８ℓ

●薬剤温度
10℃以下、30℃以上は避けてくださ

い。

●製造後6カ月以上経過したものは使用
しないでください。

★微生物を有効成分とした農薬です。

●上記農薬は特別栽培米では使用できせ
ん。

●上記農薬は「エコホープＤＪ」と併用できま
せん。

浸種～催芽時に24時間

必ず実施！

特別栽培米は「エコホープＤＪ」、ＪＡ米は「ベンレート水和剤」
を使用し「苗いもち病」の対策を必ず実施しましょう！

○ご不明な点はＪＡ各支所営農経済推進係、または普及指導セ
ンターへお問い合わせください。

☆いもち病は、まず苗いもち病を防ぐ事が、その後の葉いもち病、
穂いもち病の対策として重要となります。
「特別栽培米」と「ＪＡ米」では使用する薬剤が異なりますので、
以下の通り必ず実施してください。


